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第１５回北広島市子どもの権利条例検討委員会議事録 
  日時：平成１９年８月１日（水）１８：００～ 
  場所：芸術文化ホール活動室 
 
配布資料  ①芽室町子どもの権利に関する条例 
      ②各部会からのアンケート分析資料 
 
議事録 
 
委員長：第１５回目の検討委員会を始めます。本日は本題に入る前に事務局から連絡事項

があります。先日、新聞等で報道されました東部中のいじめ問題について、生涯学習部長

からご説明があるとのことです。 
 
生涯学習部長： ～東部中のいじめ問題について説明～ 
 
委員長：この検討委員会の場においては、このことに関する質疑の場を設ける必要ないか

と思いますが、特に何かある方はいらっしゃいますか？それでは本題に入っていきます。

まずは、前回の委員会で各部会にお願いしていた、「条例素案に盛り込む事柄・文言」とい

うフィルターを通したアンケート分析資料について、各部会から説明していただきたいと

思います。 
 
各部会長： ～配布資料②の内容について説明～ 
 
委員長：それでは４つの部会から説明が終わりましたので、質疑の時間を取りたいと思い

ます。みなさんどうでしょうか。 
 
副委員長：小・中・高校生部会の資料の中で、「ルールの中で・・・」「ルールを守りなが

ら・・・」という記載がありますが、今までの検討委員会における議論の流れからすると、

「子どもに権利を教えていくことにより、同時にルールを学んでいく」という捉え方にな

ると思います。 
 
小・中・高校生部会長：その通りだと思います。 
 
委員長：条例素案を作るときに、例えば「自己肯定感」などの言葉は私たちにとっては、

聞き慣れた言葉でありますが、市民のみなさんにとって分かり易い表現にしていかなけれ

ばと思います。それでは、次の議題に進みたいと思います。前回の委員会でみなさんの承
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認を得ておりますが、本日で今までの部会については役割を終え、小委員会の設置をした

いと思います。現段階で３つの小委員会（①条例素案起草小委員会、②条例啓発小委員会、

③子どもに関する小委員会）を設置いたします。小委員会については、今までに「全ての

委員が必ずしも小委員会に所属しなくても良いのでは」等の意見がありましたが、我々は

市長の委嘱を受けて検討委員になったわけですから、みなさん全員に小委員会に所属して

いただき、何らかの形で関わっていただきたいと思っております。みなさんどうでしょう

か？ 
 
委員：現段階では３つの小委員会を設置することになりましたが、今後状況によっては新

たな小委員会を立ち上げることもあると思います。そういったこともあるので現段階で全

ての委員が小委員会に所属する必要はないと思います。 
 
副委員長：やはり、委員全員がどこかの小委員会に所属するべきだと思います。今後新た

な小委員会が立ち上がる可能性があると思いますが、現段階でそれを想定して委員を残し

ておく必要はないと思います。新たな小委員会が必要になったときに、再度編成（各小委

員会からメンバーを出すなど）を考えていけばいいのではないでしょうか？  
 
委員長：全ての委員が小委員会に所属するということでよろしいですか？ ～（了承）～

それではメンバーを決めていきたいと思いますが、委員のみなさんの希望を伺いたいと思

います。 
 
 ～（各委員の希望を確認）～ 
 
委員長：みなさまから希望を伺いましたので、これを基にして事務局案を作成してもらい

ます。事務局案ができるまで休憩にします。 
 
 ～ （休憩） ～ 
 
委員長：それでは事務局案を発表いたします。 

①条例素案起草小委員会：三浦・浅見・桑原・有好・日諸・佐藤副委員長 
②条例啓発小委員会：広田・古野・高橋・中村・野部副委員長 
③子どもに関する小委員会：川向・佐藤・渡邉・矢崎・山根・杉村・飯部委員長 

また、それぞれの小委員会において、まとめ役が必要です。三浦委員・広田委員・川向委

員にそれぞれの小委員会の委員長をお願いしたいのですが。このような編成でよろしいで

しょうか？ ～（了承）～ それでは小委員会ごとに分かれて、今後の進め方等について

話し合いをしていただきたいと思います。 
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 ～ （各小委員会に分かれて話し合い） ～ 
  
委員長：時間となりましたので、本日は終了といたします。まだ、各小委員会とも話がま

とまっていないと思います。次回の検討委員会までに、各小委員会で集まっていただき、

今後の進め方等について議論をしていただき、次回に報告していただきたいと思います。 


